	サークル運営・裏方検定試験３級　研修用ツール


・本資料は、例えば入部してから数ヶ月経過後のメンバー全員に対し、サークル運営・裏方検定試験３級の範囲について説明することを想定したものです。

・【】内に団体の状況に応じ記入したり、その他文章について趣旨を変えない範囲で加筆修正したりした上で、印刷配布することができます。なおフッターの「サークル運営・裏方検定試験 http://circle-kentei.jimdo.com/ (c)とらふえ屋」の記載は削除しないでください。

・本資料は３級テキストを読んだ方がその内容を踏まえ説明することを前提としています。資料はあくまでエッセンスしか記載していないため、適宜口頭で補足して下さい。また一方的な講義とならないよう、聞き手に問いかける等適宜工夫をしてください。

・ツールは２～３ページ目です（両面印刷にてご利用ください）。

・本ツールの利用は無料ですが、その代わり公式サイトから本内容に関するご意見・ご感想をお寄せいただけると非常に助かります。ご協力をお願いいたします。
↓次ページから始まります
サークルの運営や裏方について学んでみよう！
1． 団体の目的を意識しよう

・当団体の目的は【（団体の目的を記入）】。これを目指すために団体の中での「当たり前」「常識」が決まってくる。

・同じ【（活動内容を記入）】をしている他の団体も、目的が異なるから「当たり前」「常識」が当団体と異なることがある。その違いを意識し、また認め合うことが重要。

・目的は時と場合に応じて変更されることもある。

２．運営や裏方とは

・【活動内容を記入】するためにはそれだけではなく、運営や裏方という仕事が必要となり、種類や関わり方は違えどメンバーはそれぞれこうした仕事を分担している。当団体で言うと【団体内に存在する係をいくつか記入】のような係があり、団体が当たり前に活動できるように仕事をしている。

・メンバーが分担して団体の当たり前を作るというのは、市民が分担して社会の当たり前を作ることと似ている。せめて小さな社会である団体の運営・裏方を行うことは、社会勉強にもなる。

３．規則や会議

・当団体には【団体に存在するルールを記入】のようなルールがある。このルールは最初からあった訳ではなくて、これを定めることでよりよく活動できるという理由があって作られたもの。例えば【具体例を1つ記入】。

・権利と義務という意味では、まず団体に存在するルールを守ることで義務を果たすのが第一。その上で、もしルール自体がおかしければ先輩に相談するという権利が与えられると捉える。

・団体の規則の他に、法律や【校則や施設利用規則などを記入】など守るべきものがある。

・ルールには守るべきことが全部載っているわけではなく、ルールさえ守ればよいと思ってしまうのは思考停止。大事なのは「団体の目的」で、それを達成するにはどういう行動をすべきか、ルールも参考にして各自考えること。

・団体の目的に向けて具体的にどう活動するか、メンバー全員で意識統一するのが会議。

	【例題】「部活にはいろいろなルールがあるよね。守るのめんどくさい……」

「そういえばさっきトイレに行った時、スリッパは用を足した後の人が揃えて出てくようにとか貼ってあったよ」

「そんなことまで決められてもねぇー」

（１）太字下線部のルールは当初ありませんでした。このトイレの管理者は、どのような困った事態が発生していたからこのルールを作ったと思いますか。

（２）また（１）のような事態を解消するために、ここでは太字下線部のように用を足した「後」の人に「スリッパを揃える」という負担を求めるルールにしていますが、なぜ用を足す「前」の人（これから便器に向かおうとする人）の方に負担を求めるルールにしなかったと思いますか。


４．ケガや病気の防止

・当団体の活動中にケガをしたり病気にかかったりして、最悪死ぬことも考えられる。そうした事故が起これば団体の活動もストップする。活動自体はもちろん、レクリエーションや行き帰りも含め事故が起こらないように十分気をつけなければならない。
・「自分はそんなヘマはしないから大丈夫」「事故が起きたのは運が悪かったからで防ぎようなんかない」「ルールやマナーをいちいち守ってたら到着が遅れてしまう」「急いでいるから少しくらいなら大丈夫」という考えは危険。

・「自分の身体は自分が守る」こと、また「お互いの身体はお互いが守る」ことが重要。

【団体の活動に応じて以下を取捨選択する】

	運動部活動の注意点

・適度な休養や栄養の補給を含めた健康管理を行う

・自らの能力に応じた練習を行う

・準備運動や基礎トレーニングを十分行う

・同一場所で他の部活が活動している場合特に注意する

・施設・設備・用具を点検し正しく使う

・暴風、落雷、高温多湿による熱中症に注意する

	自転車安全利用五則

http://www.npa.go.jp/koutsuu/kikaku/bicycle/index.htm

１．自転車は、車道が原則、歩道は例外

２．車道は左側を通行

３．歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行

４．安全ルールを守る（飲酒運転は禁止、二人乗りは禁止、並進は禁止、夜間はライトを点灯、信号を守る、交差点での一時停止と安全確認）

５．子どもはヘルメットを着用

	歩行者のルールとマナー

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/dms/saftydrive/manner.htm

・必ず歩道を通行してください。

・歩道のないところでは、道路の右側を歩いてください。

・道路は横断歩道を利用して渡りましょう。

・歩行者信号に必ず従いましょう。

・横断歩道、踏切などでは、左右をよく見て、安全を確認してから渡りましょう。

・夜間には、反射材、自動車等の運転者に見えやすい明るい色の服装を身に着けましょう。

	急性アルコール中毒にならないための注意点

http://www.tfd.metro.tokyo.jp/lfe/kyuu-adv/201211/chudoku/index.html

・自分の適量を知るとともに、その日の体調にも注意しましょう。

・短時間に多量な飲酒（一気飲み）をすることはやめましょう。

・お酒が飲めない体質の方は、周囲の人に「お酒が飲めない体質です」と事前に伝えておきましょう。

・飲酒の無理強いは、しないようにしましょう。

・周囲の人は酔った人に付き添い、一人にしないようにしましょう。

・酔った人が吐いた場合、吐いたものが喉につまらないように注意しましょう。


	【例題】Ａさんは先輩から「この段ボール箱２つを一度に運んでくれないか。中には活動に必要なものが入っていてすぐ使うんだ」と言われました。２つの箱を一度に持つと自分の頭の高さほどになり前が見えにくくなりますが、周りにいる同級生はみな忙しそうで手伝いも頼めなそうだし、すぐ使うとのことだったので先輩の指示通り一度に２つの箱を運ぶことにしました。

（１）Ａさんの箱の運び方からどんな事故が考えられますか。具体的に２つ挙げてください。

（２）Ａさんは（１）のような事故を回避するために、「２つの箱を運ぶ」以外の方法を取ることにしました。考えられるその方法を１つ挙げてください。

（３）このような場合「先輩の指示」「迅速性」「安全性」のどれを優先すべきでしょうか。その理由も含め、あなたの考えを論じてください。


５．規律維持・トラブルの防止

・【団体として定める規律があればそれを記載】
・ルールは目的に向かってお互い良い関係で活動していくかの指針。

・意見の食い違いが生じたら、陰口でなくお互い直接話し合ってみる。また問題になっていること自体を冷静に伝える（イライラしている時はお互い黙る）。

・相手の嫌がりそうなことをしないことが大事だが、その「嫌がりそうなこと」の基準は自分と相手で異なるかもしれないという意識の方がより大事。アルハラ・セクハラ・パワハラなど色々なハラスメントがあるが、それらはルールとして捉えるのではなく「こういうことで嫌がる相手もいる」と知るツールと捉える方がよい。

６．対外的なマナー

・社会に出れば自分が当団体の代表と見られる。マナー違反をすれば活動ができなくなることもある。

・SNSは「実名で全世界に公開されていること」「どんなにフォロワー数が少ないアカウントでも炎上すること」を意識し、上手に利用する。【どんな発言が問題となるかを出席者に問いかけ、それに応じテキストの「発言の留意点」を解説する】

	【例題】SNS（Twitter、Facebook、LINE等）の利用に関する次の文章はすべて適切ではありません。それぞれその理由を述べてください。

（１）自分のタイムラインは公開にしてはいるものの、実際ふだん見ているのは友達数人だけだから、友達が多い人のように炎上する心配はない。

（２）自己紹介欄にサークルの名前を書かなければ自分がどこのサークルに所属しているか分からないので、サークルに迷惑をかけることは考えにくい。

（３）自分のタイムラインは非公開にしており、知り合い同士で使っているのでサークルの内部情報やグチも含め自由にどんな発言をしてもよい。


７．サークルの社会的責任（SR）

・自分達が活動できるのも、様々な当たり前を社会が作ってくれるから。そのため自分達のやりたいように活動するのもいいが、社会のことも少しは考える必要がある。

・社会からは「マナーやルールの尊重」を、私たちの家族からは「ウチの子が安全に活動できるように」ということをそれぞれ期待されている。

８．裏方の基礎

・団体の物品や会計は皆が共有している団体のものであり、個人の持ち物と区別する必要がある。

・何か仕事を頼まれたら、それが完了したら「報告」、皆に伝える「連絡」、うまくいかない時の「相談」という「ホウレンソウ」を欠かさず行う。またやるべきことはしっかりメモする。

サークル運営・裏方検定試験 http://circle-kentei.jimdo.com/ (c)とらふえ屋

